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は じ め に

新 潟 県 内 に お け る 昭 和 6 翌 年 度 の 憲 政 病 鷹 ∴番 数 は 漫 9 例 と

決 し て 少 な い も の で な く , ま た 有 毒 地 以 外 で の 発 盤 例 や

剖 検 例 も 少 数 な が ら 散 見 さ れ る l )3 )畑 今 細孔 著 者 ら は

義 盛 病 の 3 剖 検 例 を 経 験 し た の で 報 暫 す る と 共 をこ , 尊 も
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なお憲汲病が存在す る事案の蒋認識の必要性を強調 した

い.

症例 :溝鼠 男性学農林省勤務,新潟県三B級郡寺泊町

在 住.

主 訴 :発熱チ発疹胡

家 族 歴 :特記すべきことはない8
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既往歴 凋3歳で痔核の手術を受けた,

現病歴 :E3常は農林省をこ勤務し,幾作業をする敏活で

千 十.{1;車軒~L＼ハ農作業･l日経し1-､1を)LW 十.･r,り7EU･,'fj

から項0℃の発熱と悪寒があり,近医で感冒と診断されき

注射や抗生物質の投与を受けたが発熱が棒杭し声しかも

5馴 汗萱から全身に紅疹が出現し,5月且壕白菜病院-A

ドJ‖ I.

【仙fTlH州m川代さ.鉦侶㍊申(I.:､,}∴二∴ f恒浩三∴肘ILlt､､

全身に紅疹あり,皮膚別口はないか胸部や心音をこ異常は

なく,肝,碑,腎などぼ触知できず,また豪産リンパ節

畔汁､弓､∴､∴車∵十.L･.､.}･.,

尿的凝親し 末櫓蔦血球数は 鋼扮Ol/fmm詔と軽度増加し,

分画では核左方移動を認め深こ.痕跡 複数は 55榊¢/mm3
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ゲソの減少を認敵 経過がたつにつれて 摺u補筆クレア

チニンの上昇もみられた,

見院後経過 :Å院後も発熱が掩流し全身状態不慮であり

紅 綬登所鳳から敗血症, 播魔性血管内凝固疲駿群

汁)IC上fSよび腎不全を耗-､て抗生物質やT-:/T~.J~十トン.I
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投番を行ない芳藩捌こぼ血液透析を施汚した申しかしな

が転症状の政審は凝られず,胸部写薬上で変節野綻び澄

ん性墳軒を認札 .1986隼5月17日全経過1(川 で華亡 L

柚に芯.頗[舶溌 生し畑W7i頼こないことが神 明した.
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剖検は死後9時閉息粉骨で施蕗され虹 豪 慧をこそのま

とめを嘉L/た¢剖検時をこ庶瀞の刺捌濃なく,また受身の

紅疹もみられなかった申病理観絡学的をこ糖教的な所見は

心臓.両砧.ぎ冊 腔摘射 丁∴'用l<了､▲浩rr言､､J､∴tlIl･:附 き二

審 盟 病理解剖撃的所見
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渡辺他:意政柄の息剖検例
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∴工､日付=汗巨､車畑 冊 車黒冊i-∵十 ･十･酬 蔵言 州 恒

と膿来 し急性静養の所見を示 した.心醜 く5複軸 )では

鼠織学的をこ心筋問質をこ巣状ないし限局性の形質細胞9小

型 リンパ球浸潤を認めたが心筋線維の変性や血栓形成は

みられなかった (図 浸き.肺で転心臆でみられたと同様

な細胞浸潤をこよって肺胞壁がぴまん性に肥厚 していたが

硝子膜やマ＼ソゾン儀 形成はみられなかった (図 紅 腎

腫 斗 i!目板. ll'tJ川き.∫.L~':'･i甘鉦 ~∴…■右鱗.帰 日日照

巣状の単榛細胞浸潤を認め,また問質酵経,尿細管土成

の変性尊さ認めたが糸球体係蹄内の線維素血栓はみられな

か .LJ-､凶 .一卜 十 .､廿 日 ∵恒臓器 i_冊 ‡∵ 車代細胞

浸潤巣がありや壊死性 uソバ筋炎を藤 してい濃こも園 結

なお全身に野路 かな感染観や膿脇の形成はなか -｡た.帝

敬的な単核細胞浸潤澄6:巌 は臨床症親か琶)義虫病を強 く

疑って剖検後をこ患者昭敷弧亀酒にトついて義政病をこ対する

1日叫 再 .級.p,い ･ll た,A:_-Lへ風月l上表 :iド,｣日 l'/･守

∴｣'f-,＼＼Lパl付li＼巨守∴:t川('r舘､ー_:1()fL:工 柑 Jt..∴ :i

抹 し導.瑚 十二 :I:iY:'jMTr,処Il杵 ∴ -I:::iFrU ･i､川侶

以下に処理され予審患者は比較的感染初期の義盛病と診

断:;TL畑ノ∴.

考察 :新潟県内をこおける義虫病患者数は昭和62年度で

も依然として漫9例の発生があり,また全国的をこみても寒

症の増加ii2ラ3予と有害飽以外での発生例且き3)逮)さら闘 豊剖

検例職報告旦棚 も散威される現状を踏まえると意虫病は

決して過去の病気でな宅,臨床医にとっても凍症の存在

を帝認識する必要性があると思われる.臨床的をこぼ皮膚

の紬 コ発鳳が濃密3)とされて いるが轟例の場合闘 霊剣 ロ

がなく夢盤前をこ養魚病と診断されるをこ至らず不孝な転帰

をとった,剖検噂も皮膚刺摘 ま発展できず,濠た経過中

に認められた紅疹もなく診断をこ苦慮 したが,率摘 こ盤前

の恩威一戯藩を得て換索ずることができぬ鰭学的な検査結

果から義盛病と確診することができた.病理鼠織撃的特

徴言今卓でJl報告一卜~1∵車丑紅∴古城.姉,腎腫左LTt_::ド

みられた巣状ない L限局性殿単核細胞浸潤巣であるが,

義虫病に特殿的な所見とはいい難 く,その確定診断はあ

くまで リグ,プチアの直接浄鷹ある闘 志殖輿免疫血清反応

によらなければならない鐘-5)早番例殿壌倉,発症 趨招前

をこ近 くの河原-畑仕事をこ行った既往があ を')推定される感

染場所と機会としてこ職河原が考えられるが∋調べ得た

限 りではァこの地域をこおける義叡癖の発生は隼までに報

普されていない* しかしながら着電勉で感染 し機地域で

発症 Lた剖検例も報告されている如 く讃似ず有害馳以外

澄捌こぼ兼敏報告機以外でも本例の様な不明熱や発疹の

患者を診た場合には臨床医は憲政病の存在を忘れてはな

らない拳を強調 したい.義虫病釣死洞をこ関 しては最近で

汗 川Ll.I,いri..骨 i_リ ･-':巨 11I､･巨JU 樟T日､頼 情:L'.

球体係蹄内を始め全身血管に線維素を軌栓形成はなi mC

と診断 し得なかったがや死終息翫鵜=Iγ グロブリン溶解時

間が延長 している例では血栓は死後融解ずると苫薮つれて

おかき6)宮本例でもぬ陸が死後夢繊解 した可能性も香淀で き

ない, Lたが-I,て選症な志虫病患者の治療に際 Lてはテ

する治療も豪賓をこな-つて くるものと思われる▲

ま と め

憲虫病の 且剖検例を記載すると黄をこ審症が流行飽以外

でも存在することを指摘 し,日常の診療で感染症が疑わ

れる場合をこぼ泰症を念頭をこおく必要性があることを強調

LI'I.

最後をこ血清学的検索を施行 していただきました新

潟県衛盤公賓研究所激敷物糾菅野可部昭髄党盤に深謝

ト,++_巨t.+.畑･I.榊採助い上告い上]･il'!･;川雷減.自

噂濃蘭技官をこ感謝いた し渡す,

本論 ■LIpl:1聖旨言,甘77回f]'机;津I]_;羊奈総会.弟2川‖7
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渡辺他 :憲政病の 呈剖検例
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